
５月23日（火）1,2 年生が「安全教室」で JR の駅員さんに学びました 
 

体育館に 1,２年生が集まり、「安全教室」を行いました。 

この日は JR の大津・膳所・石山の各駅から駅員さんをお招きし、駅のホームでの安全な過ごし方や、

もしもの場合の非常ボタンの使い方などを教えていただきました。 

 制服を着た駅員さんがはつらつとした表情でお話ししてくださったので、子どもたちは関心を高めてじっくりと

聞いていました。駅のルールやマナーについての「○×クイズ」では、電車やバスを日々利用している子ども

たちは、すばやく手を挙げて答え、正解する度に歓声を上げていました。一方、駅に備え付けられている非

常ボタンについては初めて知る子も多く、「危険だと思ったら、思い切って押してください」というお話に聞き

入り、「子どもは押したらだめだと思っていた。危険な時は押した方がいいんだね。」「でも、線路にノートを

落としたぐらいだったら、非常ボタンを押すよりも駅員さんに知らせたほうがいいよね。」・・・などと隣の友達と

話し合っていました。考えながら学ぶ姿に感心しました。また、代表の子どもたちが、デモ機の非常ボタンを

押す体験をさせてもらいました。 

附小の子どもたちを毎日見守ってくださっている駅員さんに直接教わることで、１年生も２年生も「みん

なで安全に登下校しよう」という意識が高まりました。大切な学習ができました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


